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台湾 
 

 

面積 3 万 6000km2（九州よりやや小） 

人口 2,214 万人（2002 年 5 月） 

（参考：台北市 263 万人、高雄市 150 万人） 

首都 台北 

出身別  

(見込） 

本省人（台湾出身者）85％ 

外省人（大陸出身者）13％ 

その他（マレー・ポリネシア系）2％ 

言語 北京語、福建語、客家語 

通貨 新台湾ドル 

宗教 仏教、道教、キリスト教 

元首 陳水扁（ちん・すいへん）総統 

 

 

 

 

 

 

３．台湾の動向 
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台湾の歴史  
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台湾の経済指標 

人口 経済規模 1人当たり
所得

経済成長
率

国内貯蓄
率

輸出／Ｇ
ＤＰ比

農業従事
人口

乳児死亡
率

（100万
人）

（米国＝
100）

（米国＝
100）

（1980～
95年平
均、％）

（％） （％） （1990
年、％）

（1000人
当たり）

アメリカ 263 100.0 100.0 2.9 15 11 3 8

日本 125 73.5 154.4 3.0 31 9 7 4

シンガポール 3 1.2 105.6 7.2 51 177 0 4

香港 6 2.1 87.7 6.5 33 147 1 5

台湾

韓国 45 6.6 38.4 8.7 36 33 18 1

マレーシア 20 1.2 16.1 6.4 37 96 27 12

タイ 58 2.4 10.9 7.9 36 42 64 35

フィリピン 69 1.1 4.1 1.4 15 36 46 39

インドネシア 193 2.8 3.9 6.6 36 25 55 51

中国 1200 10.0 2.2 11.1 42 21 72 34

ベトナム 74 0.3 1.0 6.1 16 36 71 41  
 

1960 年代 輸出志向工業化  

輸出品目（     ）（  ）（  ） 

1970 年代 重化学工業化 

      重点的に（   ）（  ）（  ）が選ばれる 

 

1980 年代 ハイテク化 

ハイテク産業（  ）（  ）（  ） 

コンピューター組み立て産業が主力輸出産業に 

 
台湾の企業 
ＡＣＥＲ（エイサー） パソコンメーカー 

 
 
台湾積体電路製造（ＴＳＭＣ） 半導体の受託生産 
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哈日族（ハーリーズ－） 
 
台湾で、日本の大衆文化が好きな人 
 

台湾関係の有名人 

 

金城武（かねしろ たけし） 

1973 年 10 月 11 日生まれ 

出身地 台湾 台北市 

国籍  日本 

最終学歴 台北アメリカン・スクール 

日本人の父親、台湾人の母親 

 

ビビアン・スー 

1975 年 3 月 19 日生まれ 

国籍 台湾 

1990年 台湾：芸能少女コンテストクランプリ 

1995 年 「週間ヤングジャンプ」表紙 

1997 年 ブラックビスケッツ１ｓｔシングル 

 

ジェリー・ヤン 

「Yahoo!」の創始者 

 
1968 年生まれ 

２歳の頃父親を亡くし、10 歳の時に母親と弟と３人で台湾から渡米。学生時代に同じ大学

のデビッド・ファロイと一緒にヤフーを起業した。 
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アジアの映画 

 

  シュリ (1999/韓国) 

  Swiri 

監督 カン・ジェギュ 

音楽 イ・ドンジュン 

出演 ハン・ソッキュ / キム・ユンジン / ソン・ガンホ / チェ・ミンシク / パク・ヨンウ / パク・ウン

スク 

あらすじ 韓国の情報部員ユ・ジュンウォンは、最近多発する一連の事件の裏に以前から追跡中の謎

の女スナイパー、イ・バンヒの影を感じていた。そして遂に自分自身の命も狙われ、恋人をホ

テルにかくまうが、そんな折、強力な破壊力を誇る液体爆弾ＣＴＸが強奪され、ソウル市内の

10 ヵ所での爆破を予告する電話が入る…。 

朝鮮半島の”南北分断”という深いテーマを根底に置きながら、その民族的悲劇を見事にラブ

ストーリーに昇華させた、超ド級の娯楽大作ムービー。 

  悲情城市 (1989/台湾) 

  City of Sadness 

監督 ホウ・シャオシエン(侯孝賢)  

音楽 立川直樹 / チャン・ホンイー 

出演 トニー・レオン / リー・ティエンルー / チェン・リンヨン / シン・シューフェン 

あらすじ 第 2 次大戦後の台湾、基隆（キールン）で船問屋を営む林家四兄弟を中心にした話。長男、

文雄（チェン･リンヨン）は実家を継ぎ、次男、文森は行方不明。三男、文良は戦争の影響で錯

乱状態となり入院中。四男、文清（トニー･レオン）は一家から離れ、独立し写真屋を経営して

生真面目に働く。しかし、彼は幼年時の転落事故により耳の不自由な人生を歩んでいた。 戦

後の台湾は、日本からの支配から逃れ、当初は希望にあふれていたが、大陸からやってきた

「外省人」の政治のひどさに絶望する。内省人と外省人との対立で多くの死傷者を出した「二・

二八事件」も織り込んでストーリーが展開する。 
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台湾の歴史を知ろう 

日本総研 調査部  

環太平洋研究センター 顧問  渡辺 利夫 

中台統一は中国人民の「神聖なる使命、崇高な

る目標」だというのが中国の主張である。とはい

え、これはあくまで政治的主張であって、そのよ

うな主張を裏づける歴史的根拠が存在するという

ことではない。 

現実政治の世界ではなおパワーが決定的に重要

であるから、そのパワーのおもむくところ中国の

主張を他国は「理解し尊重する」ということに傾

かざるをえない。しかし、中国がそうした政治的

主張を繰り返し、他国がこの主張を理解し尊重す

るという態度をとりつづけて何年も経つと、台湾

が歴史的事実としても中国の版図であったかのよ

うに思い込まされてしまうという危険性がある。 

過日ある団体から東南アジア華人ネットワーク

についての講演依頼があり、90 分ほど話をする機

会があった。少しではあったが台湾のことにも言

及した。かつてはポルトガルつづいてオランダの

植民地であった台湾が、清国の版図として正式に

組み込まれたのは 1684 年のことであり、福建省や

広東省から移ってきた漢族が原住民を追い払って

ここに定住を開始したのはその後のことである、 

といった基本的な事情について話した。 

講演の後パーティーがあって私に語りかけてき

た何人かの口からでたのは、講演の主題について

ではなく、台湾の歴史がそのようなものであった

ことは知らなかった、あげくは台湾は古来中国の

領土であったと思い込んでいたといった話であっ

た。若者ならいざ知らず壮年の直中にいる彼らま

でが、台湾のことなどまるで知らないでいたのか

と暗然たる思いにさせられた。そんなわけで、こ

こで台湾の歴史について要点を書き留めておきた

い思いたったのである。 

大陸中国にとって台湾は長らく中華文明の教化

の及ばない「化外の地」であり、先住民は「化外

の民」とみなされ、大陸中国がその領有に関心を

示すことはなかった。台湾を「発見」してここを

イリヤ・フォルモサ（「美麗島」）と命名したのは

ポルトガルであった。その後オランダ、スペイン

が台湾を支配したことはあったが、支配は局地的

かつ一時的なものに終わった。強大な軍勢をもつ

明国ならびに清国が、局地的、一時的ではあれオ

ランダ、スペインによる台湾支配を許容したこと

自体、大陸が台湾にさしたる関心をもっていなか

ったという事実を「立証」している。 

大陸が台湾に関与するようになったのは、「反清

復明」を図る鄭成功が台湾を支配するオランダに

挑んでここを橋頭堡とした1661年以降のことであ

る。鄭氏台湾は一族の内紛と清国からの軍事的圧

力によって 1683 年に崩壊し、この地は翌 1684 年

より福建省台湾府となって、歴史上初めて大陸の

版図に正式に組み込まれた。もっとも清国政府は

台湾を正式に領有はしたものの、ここが反清勢力

の拠点となることを防御するという政治・軍事的

な関心にとどまり、台湾の経済開発に意欲をみせ

ることはなかった。台湾は騒擾を繰り返す「化外

の民」の住む野蛮な僻遠の地であり、風土病のは

びこる「化外の地」だとみなされ、清国官僚も波

高い台湾海峡をこえてここに出向くことを潔とし

なかった。 

しかし、清国に組み入れられた 1684 年以来、台

湾が人口に比して耕作可能な土地の豊富に存在す

る未開の地であることが大陸住民に次第に広く知

られるようになった。この時点において、台湾の

総人口は十数万人程度であり、一方、水稲耕作と

砂糖黍栽培のために開墾すべく残された肥沃な土

地が豊富にあった。 

華南沿海部、古来土地が希少で人口圧力の強か

った福建省や広東省の貧農にとって台湾はきわめ

て魅力的なものだとみなされ、彼らのここへの大
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量移住を誘った。 

漢族の台湾移住は清国政府によって促進された

ものではない。その逆である。移住した漢族が定

住して台湾を再び謀反の拠点とすることを清国政

府は恐れ、移住者に対して出身地域の公官の同意

を義務づけ、妻子の同行を禁じた。 

しかし、狭小な可耕地に過大な人口の圧力を加

えられて零細化と絶糧化に悩まされた福建省南部

や広東省東部の農民の、人口希薄で肥沃な亜熱帯

台湾への移住衝動はやみがたく強く、渡航制限・

禁止にもかかわらず移住者は増加の一途をたどっ

た。 

人口希薄で肥沃な土地を豊富に擁していたとは

いえ、台湾への入植は難業であった。激しい潮流

によって知られる台湾海峡を小舟で渡っていくこ

と自体がすでに困難をきわめた。亜熱帯の台湾は、

マラリヤ蚊が飛び交い、毒蛇が棲息する「化外の

地」であった。漢族は台湾原住民を「生蕃」とみ

なし、彼らを既住の地から追い払おうとするもの

の、当然ながらそれへの抵抗は強力であった。 

こうした苦難を経験しながら移住民は亜熱帯の

樹木が限りもなくつづくジャングルを切り開き、 

手つかずのままにおかれていた荒蕪地を開墾する

という労苦に勇敢に挑んでいった。 

移住してきた華南住民の資産はなきに等しく、

開墾は裸一貫のベンチャーであった。清国政府が

その経営に積極的な姿勢を示すようになったのは、 

台湾島南部の牡丹社に漂着した琉球宮古島の漁民

が台湾住民によって殺害されるという事件に端を

発した1873年の日本の台湾出兵以降のことであっ

た。日本の出兵後の 1884 年にはフランスが澎湖島

を占領するという事件がおこった。 

外的勢力に台湾を脅かされて、清国政府はよう

やくにして積極的な経営にのりだすことになった

のである。清国政府は 1884 年に洋務運動の推進者

李鴻章の部下劉銘伝を初代の台湾巡撫として派遣

し、この地の統治の任にあたらせた。洋務派の劉

は合理主義的な統治を求めて1885年に台湾を独立

省とし、ここで台湾史上初の区画整理と人口調査

を試みた。 

しかし、台湾出兵の 20 年後に日清戦争が勃発、

これに日本が勝利して1895年に下関で日清講話条

約が締結され、台湾の日本への割譲がなされた。

日本統治時代の開始である。日本の本格的な植民

地経営が始まったのは、第４代台湾総督として陸

軍中将児玉源太郎が1898年に着任して以降のこと

である。総督を補佐する民政部門の最高長官が後

藤新平であった。台湾経営の基礎を築いた明治期

日本の代表的な有能官僚がこの後藤であった。 

後藤は1906年に満鉄総裁として転出するまでの

10 年近く、効率的な植民地経営を求めてその辣腕

をふるった。後藤の治世下、台湾の植民地経営の

基礎は急速に整えられていった。土地・林野・人

口などの基礎調査事業と並行して、多様な社会間

接資本が整備された。台湾銀行の設立は、後藤の

着任の翌 1899 年のことであり、台湾銀行券の発行

が開始されたのは 1904 年であった。これにより台

湾の貨幣が統一され、社会的間接資本の建設に要

する大量の資金が同銀行の事業公債により調達さ

れた。日本統治により「強靭で力に満ちた近代国

家の行政能力は社会の末端まで浸透し、従来の台

湾における緩やかな中国式統治は趣を一変した」

というのが、台湾人の手になる初の本格的通史、

殷允編『台湾の歴史－日台交渉の三百年』（丸山勝

訳、藤原書店）の指摘である。 

太平洋戦争における敗北により、日本の台湾支

配は 1945 年９月に終わり、以降、台湾は国民党政

権の支配下に入った。台湾省行政長官には国民党

の軍人陳儀が任命され、その指揮下で日本統治時

代の資産「敵産」が接収された。国民党政権は日

本統治の50年にわたる膨大な蓄積資産を一夜にし

て掌中にしたのであり、これらすべてが国営もし
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くは省営の公企業となった。 

敵産の公企業化が進んだものの、これによって

日本支配下の台湾経済が国民党支配のそれへと順

調に受け継がれていったわけではない。台湾が日

本との連携を絶たれ、新たに大陸と結びついたこ

とにより、とどまることを知らぬ大陸のインフレ

に直撃され、台湾経済は機能麻痺に陥った。国民

党支配に対する台湾人の不信は日増しに強まり、 

その怨嗟は残忍な暴力によって叩きつぶされた。

２万 8,000 人が殺害された悲劇の２・28 事件によ

り、本省人台湾住民の心は外省人から遠く離れて

しまった。今日の台湾になお色濃く残る「省籍矛

盾」の淵源がこれである。 

この時点で国民党軍は大陸で共産党軍との内戦

のさなかにあった。しかし、経済管理と住民統治

の能力を欠き、軍律に薄く、腐敗においてすさま

じい国民党政権に対するアメリカの不信は根強い

ものであった。実際、台湾に敗走した国民党軍を

追う共産党軍の「台湾侵攻」を目前に、トルーマ

ン大統領は「台湾海峡不介入宣言」を公にしたの

である。この絶体絶命の危機を救ったのが、1950

年６月に勃発した朝鮮戦争であった。東アジア共

産化の現実的脅威に直面したアメリカは「台湾海

峡不介入宣言」をひるがえして「台湾海峡中立化

政策」に転じ、第７艦隊を台湾海峡に派遣して国

民党政権の台湾支配の起点を守った。 

大陸からの脅威に心胆を寒からしめ、２・28 事

件によって民衆的基盤を喪失した国民党政権は、

この台湾の地で生存を図るためには、アメリカの

支持を受けつつみずからを再生して発展への手が

かりをつかむよりほかなかった。強権的政治支配

により反対勢力を封じ込め、そうして得た政治的

安定の下で経済発展を求めるという選択にでたの

である。蒋介石・蒋経国の「権威主義的開発体制」

の確立期である。 

東アジアにおいて冷戦構造が定着し、台湾の「大

陸反攻」「光復大陸」も実効性をもたない建て前と

なるにともない、国民党も敵産を原資とした土地

改革、公営企業化にとどまらず、それをこえてみ

ずからも台湾のこの地に居を構えてその発展を本

格化せざるをえなくなった。1966 年に始まった大

陸における文化大革命の狂気と凄絶は、国民党の

大陸回帰の夢を打ち砕くものでもあった。 

台湾内省人は、国民党支配の間隙をぬって輸出

中小工業部門に活路を求め、そこでの機敏な企業

行動によって資産を形成し、中産層化していった。

そして彼らが1980年代の後半期以降の台湾におい

て政治的民主化を現実する主勢力となった。内省

人の中産層化が台湾の民主化を促した内実であっ

てみれば、台湾の民主化とは「台湾の台湾化」と

同義である。 

17 世紀後半期に華南沿海部からここに移住し、

以来、大陸とは異質の歴史を紡いできた台湾住民

がその国家運営にみずからの意思を正しく反映さ

せることができるようになり、それがゆえに台湾

住民の台湾意識、台湾人意識はいやがうえにも高

揚したのである。台湾が伝統中国の正統的後継で

あるという虚構、台湾が中国の一部であるという

虚構が音をたてて崩れつつあるのが現在である。

国民党一党支配体制は蒋経国の時代の後半に揺ら

ぎ始め、1988 年の同氏の死去にともなう内省人李

登輝の総統就任の頃から政治的民主化の波が台湾

を覆うようになった。国民党の守旧派を牽制し、

軍を掌握していく李登輝の水際だった政治的辣腕

も加わって台湾の民主化は加速した。「台独」を党

綱領に盛り込んだ内省人の政党である民進党が躍

進し、2000 年春にはついに民進党の陳水扁が李登

輝の後を襲って総統に選出された。 

台湾住民の大陸中国に寄せるアイデンティティ

ーは多分に虚構である。日本統治のあと台湾に強

大な支配力を行使したのが大陸の国民党であった

がために、台湾住民はそのアイデンティティーを
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中国に「はめこまれて」きたに過ぎない。しかし

李登輝によって開始された民主化の奔流の中で、

台湾の台湾化を求めて住民は新しいアイデンティ

ティーを模索し始めた。 

中台統一は中国人民の「神聖なる使命、崇高な

る目標」だといい、その主張を「理解し尊重する」

という対応が、台湾住民を置き去りにしたもので

あることだけは確かである。

 
・ヤンヤン夏の想い出（A ONE & A Two）（台湾・日本合作）（2000 年） 
・シュリ（韓国）（1999 年） 
・ＫＴ（日韓合作）（2002 年） 
 
｢ヤンヤン夏の想い出｣ 
 

透き通るような美しさに魅了され世界中のジャーナリストが涙した! 

カンヌ映画祭監督賞に輝く名匠エドワード・ヤンによる感動ドラマ 

【スタッフ】  

■監督・脚本…………エドワード・ヤン 

■撮影…………………ヤン・ウェイハン 

■プロデューサー……河井真也 

          附田斉子 

■美術・音楽…………ベン・カイリー  

【キャスト】  

■NJ…………………ウー・ニエンジェン

■ミンミン…………エレン・ジン 

■大田………………イッセー尾形 

■ヤンヤン…………ジョナサン・チャン

■ティンティン……ケリー・リー  

祖母の病気をきっかけに始まった、ある平凡な家族の騒動劇 

恋に傷つき、人生に悩む人々に出口は見つかるのか?   

【ストーリー】 

8 歳のヤンヤンはコンピューター会社を経営する父 NJ や母ミンミン、高校生の姉ティンティン、祖母とともに台北のマ

ンションに暮らしている。ある日、祖母が脳卒中で昏睡状態となり、一家は医師に勧められ、順番で意識のない祖母

に話をすることに。だが、この語りかけによって、彼らは自己を見つめ直し、また家族生活に不穏な波紋を広げること

になる。ミンミンは祖母の看病でストレスをためこみ新興宗教に走り、会社が傾きかけている NJ は初恋の人との再会

に揺れ動き、ティンティンは親友の恋人に恋してしまう。祖母に語りかけることを拒否したヤンヤンも否応なしに、この

変化に巻きこまれていく。彼らに平穏な日々は戻ってくるのだろうか…？  

 
 
 
 




